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藤

田

愛

は
じ
め
に

　
「
外
科
室
」
は
一
八
九
五
年
六
月
に
『
文
芸
俱
楽
部
』
第
六
編
（
博

文
館
）
で
発
表
さ
れ
、
前
作
の
「
夜
行
巡
査
」（『
文
芸
俱
楽
部
』
第

四
編
、
博
文
館
、
一
八
九
五
年
四
月
）
と
共
に
「
観
念
小
説
」
と
し

て
、
一
躍
泉
鏡
花
の
名
を
文
壇
に
知
ら
し
め
た
作
品
で
あ
る
。

　

手
術
中
に
患
者
が
自
死
す
る
と
い
う
衝
撃
的
な
展
開
に
つ
い
て
、

同
時
代
評
で
は
賛
否
両
論
繰
り
広
げ
ら
れ
、
先
行
研
究
で
も
高
峰
と

夫
人
の
関
係
性
等
の
内
容
面
に
つ
い
て
は
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、「
外
科
室
」
の
文
章
表
現
、
例
え
ば
異
同
に
つ
い
て

触
れ
た
も
の
は
殆
ど
な
い
。１

　

鏡
花
と
言
え
ば
そ
の
独
特
な
感
性
か
ら
多
く
の
逸
話
が
残
さ
れ
て

い
る
が
、
特
に
文
字
へ
の
こ
だ
わ
り
は
異
様
と
も
言
え
る
。
そ
ん
な

鏡
花
の
手
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
異
同
―
―
そ
こ
に
何
ら
か
の
意
味
を

見
出
す
こ
と
は
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
鏡
花
の
作
品
集
で
あ
る
『
粧
蝶
集
』（
春
陽

堂
、
一
九
一
七
年
）
で
の
異
同
の
一
つ
に
注
目
し
、
そ
の
異
同
の
意

義
や
訂
正
に
よ
る
「
外
科
室
」
へ
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま

た
、
そ
こ
か
ら
語
り
手
「
予
」
の
語
り
や
物
語
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な

る
「
真
の
美
」
に
も
言
及
し
、
ひ
い
て
は
「
外
科
室
」
全
体
に
つ
い

て
論
じ
て
い
く
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
鏡
花
の
意
志
が
反
映
さ
れ
う
る
最
新
の
テ
ク
ス

ト
を
扱
う
こ
と
を
目
的
に
、
鏡
花
生
前
（
～
一
九
三
九
年
）
時
に
再

録
さ
れ
た
『
明
治
大
正
文
学
全
集　

第
十
二
巻　

泉
鏡
花
篇
』（
春

陽
堂
、
一
九
二
八
年
）
を
底
本
と
し
て
用
い
る
。

泉
鏡
花
「
外
科
室
」

―
―
李
賀
と
言
葉
―
―
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一
　「
森
寒
」　
―
『
粧
蝶
集
』
で
の
異
同
―

　
「
外
科
室
」
の
テ
ク
ス
ト
は
、一
八
九
五
年
六
月
に
『
文
芸
倶
楽
部
』

第
六
編
（
博
文
館
）
で
掲
載
さ
れ
た
後
、
異
同
や
訂
正
を
重
ね
な
が

ら
少
し
ず
つ
形
を
変
え
て
い
る
。２

　

注
目
す
べ
き
は
、初
出
か
ら
一
番
変
化
の
あ
っ
た
『
粧
蝶
集
』（
春

陽
堂
、
一
九
一
七
年
）
で
の
異
同
で
あ
る
。
鏡
花
自
ら
訂
正
し
た
も

の
で
、
い
く
つ
か
語
や
台
詞
の
口
調
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
、
特
に
変
化
の
あ
っ
た
あ
る
異
同
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
初
出
の
『
文
芸
倶
楽
部
』
第
六
編
（
博
文
館
、

一
八
九
五
年
六
月
）
か
ら
該
当
部
分
を
引
用
す
る
。

　
「
な
に
、
私
や
、
じ
つ
と
し
て
居
る
、
動
き
や
あ
し
な
い
か
ら
、

切
つ
て
お
く
れ
。」

　
　

予
は
其
余
り
の
無
邪
気
さ
に
、覚
へ
ず
失
笑
を
禁
じ
得
ざ
り
き
。

恐
ら
く
今
日
の
切
開
術
は
、
眼
を
開
き
て
こ
れ
を
見
る
も
の
あ

ら
じ
と
ぞ
思
へ
る
を
や
。

　

胸
を
切
る
大
手
術
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
貴
船
伯
爵
夫
人
だ

が
、
麻
酔
剤
に
よ
る
譫
言
か
ら
「
秘
密
」
が
暴
露
さ
れ
る
こ
と
を
恐

れ
、
そ
の
投
与
を
拒
否
す
る
。
夫
で
あ
る
伯
爵
や
看
護
婦
ら
の
説
得

に
も
応
じ
よ
う
と
し
な
い
夫
人
の
頑
な
姿
に
つ
い
て
、「
覚
へ
ず
失

笑
を
禁
じ
得
ざ
り
き
」
と
、「
予
」
が
反
応
す
る
場
面
で
あ
る
。

　

こ
の
部
分
に
つ
い
て
、『
粧
蝶
集
』
以
降
は
次
の
よ
う
に
変
え
ら

れ
て
い
る
。

　
　

予
は
其
余
り
の
無
邪
気
さ
に
、覚
え
ず
森
寒
を
禁
じ
得
ざ
り
き
。

恐
ら
く
今
日
の
切
開
術
は
、
眼
を
開
き
て
こ
れ
を
見
る
も
の
あ

ら
じ
と
ぞ
思
へ
る
を
や
。

　

単
な
る
誤
植
と
は
異
な
り
、「
失
笑
」
か
ら
「
森
寒
」
と
語
が
大

き
く
変
わ
っ
て
い
る
。「
し
ん
か
ん
」と
ル
ビ
を
振
ら
れ
た
こ
の
字
は
、

『
粧
蝶
集
』
の
後
、『
鏡
花
全
集
』（
春
陽
堂
、
一
九
二
七
年
）
で
二

度
目
の
自
筆
訂
正
を
経
た
後
も
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
た
。つ
ま
り
、

「
深
閑
」
や
「
震
撼
」
な
ど
の
誤
字
で
は
な
く
、
鏡
花
が
何
ら
か
の

意
図
を
持
っ
て
使
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
森
寒
」
と
い
う
語
は
現
代
の
日
本
人
に
馴
染
み
の
な
い
言

葉
で
あ
る
が
、
同
様
に
「
外
科
室
」
発
表
時
か
ら
『
粧
蝶
集
』
出
版

ま
で
（
一
八
九
五
年
～
一
九
一
七
年
頃
）
の
主
な
国
語
辞
書
に
も
記

載
は
な
く
、３
当
時
の
読
者
か
ら
み
て
も
特
殊
な
言
葉
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

　

で
は
「
森
寒
」
と
は
何
か
。
そ
の
意
味
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、

次
の
文
章
を
見
て
い
き
た
い
。

　
　
　

女
巫
澆
酒
雲
満
空
。
玉
炉
炭
火
香
鼕
鼕
。
海
神
山
鬼
来
座
中
。

紙
錢
窸
窣
鳴
旋
風
。
相
思
木
帖
金
舞
鸞
。

　
　
　

攢
蛾
一
啑
重
一
彈
。
呼
星
召
鬼
歆
杯
盤
。
山
魅
食
時
人
森
寒
。

　
　

境
の
足
は
猿
ヶ
馬
場
に
掛
つ
た
。
今
や
影
一
つ
、
山
の
端
に
立

つ
の
で
あ
る
。

　
　
　

終
南
日
色
低
平
湾
。
神
兮
長
有
有
無
間
。

　
　

越
の
海
は
、
雲
の
模
様
に
隠
れ
な
が
ら
、
青
い
糸
の
縫
目
を
見
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せ
て
、
北
国
の
山
々
は
、
皆
黄
昏
の
袖
を
連
ね
た
。

　
　
「
神
兮
長
に
有
無
の
間
に
あ
り
。」

　

こ
れ
は
「
外
科
室
」
発
表
の
十
三
年
後
、一
九
〇
八
年
十
一
月
に
、

鏡
花
が
『
文
芸
倶
楽
部
』
第
十
四
巻
第
十
五
号
（
博
文
館
）
で
発
表

し
た
「
星
女
郎
」
か
ら
、十
三
節
の
一
部
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
星
女
郎
」
は
、
主
人
公
の
境
三
造
が
倶
利
伽
羅
峠
に
あ
る
古
家

で
二
人
の
美
女
に
出
会
い
、あ
る
怪
し
い
体
験
を
す
る
物
語
で
あ
る
。

　

引
用
部
分
は
物
語
の
序
盤
、
峠
に
向
か
う
三
造
が
、
偶
然
出
会
っ

た
山
伏
か
ら
人
間
の
生
き
血
を
吸
う
女
が
い
る
と
聞
き
な
が
ら
も
再

び
峠
を
目
指
す
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
漢
詩
が
引
用
さ
れ
て
い
る

が
、こ
れ
は
中
唐
の
詩
人
、李
賀
（
七
九
一
～
八
一
七
年
）
の
「
神
絃
」

で
あ
る
。
七
言
十
二
句
で
構
成
さ
れ
た
こ
の
詩
か
ら
、
初
句
～
十
句

ま
で
が
用
い
ら
れ
、「
森
寒
」
は
そ
の
八
句
目
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
一
九
〇
八
年
に
「
星
女
郎
」
で
「
神
絃
」
を
引
用
し
た

鏡
花
は
、そ
の
九
年
後
、『
粧
蝶
集
』
の
「
外
科
室
」
再
録
の
際
に
、「
失

笑
」
を
「
森
寒
」
と
い
う
言
葉
に
訂
正
す
る
こ
と
で
「
神
絃
」
を
再

度
利
用
し
た
、
と
言
え
る
。

　

な
お
、「
森
寒
」
が
当
時
の
日
本
で
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

は
前
述
の
通
り
だ
が
、
そ
れ
は
漢
詩
の
世
界
で
も
同
じ
で
あ
る
。
古

典
詩
文
に
あ
る
熟
語
を
広
く
集
め
、
漢
詩
を
作
る
際
の
手
引
書
と
し

て
使
わ
れ
て
き
た
『
佩
文
韻
府
』
に
も
そ
の
用
例
は
な
く
、
か
な
り

特
殊
な
言
葉
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
李
賀
の
詩
は
中
国
古
典
詩

の
な
か
で
最
も
難
解
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
理
由
の
一
つ
に「
新

語
す
な
わ
ち
作
者
個
人
の
造
語
の
多
用
」４
が
あ
り
、「
森
寒
」
と
い

う
言
葉
も
ま
た
、
李
賀
に
よ
る
造
語
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
前
述
の
よ
う
に
「
森
寒
」
が
鏡
花
の
誤
字
で
あ
る
可
能

性
に
つ
い
て
も
否
定
し
た
い
。
寺
木
氏
に
よ
る
と
、
鏡
花
は
酩
酊
状

態
で
の
誤
字
を
恐
れ
、
酒
を
飲
ん
だ
翌
朝
に
は
何
か
書
き
は
し
な
か

っ
た
か
必
ず
人
に
電
話
で
確
認
し
た
５
と
い
う
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
晩
年
の
も
の
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
強
い
文
字
へ
の
こ
だ
わ
り
を
持
つ

鏡
花
が
、
二
度
目
の
自
筆
訂
正
を
経
て
誤
字
を
見
逃
す
と
は
考
え
に

く
い
。

　

李
賀
の
詩
に
鏡
花
が
初
め
て
触
れ
た
の
は
一
九
〇
六
年
、
病
気
保

養
を
名
目
に
逗
子
で
静
養
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
鏡
花
の
自

筆
年
譜
（『
現
代
日
本
文
学
全
集　

第
十
四
篇　

泉
鏡
花
集
』、
改
造

社
、
一
九
二
八
年
）
の
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
の
項
に
「
李

長
吉
は
、
其
の
頃
嗜
み
よ
み
た
る
も
の
」
と
記
述
し
て
お
り
、
こ
れ

は
当
時
交
友
の
あ
っ
た
笹
川
臨
風
か
ら
、
李
賀
の
詩
集
『
李
長
吉
歌

詩
』
を
贈
ら
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。６
鏡
花
と
親
交
の

深
か
っ
た
小
村
雪
岱
が
後
に
回
想
し
た
「
泉
鏡
花
先
生
と
唐
李
長

吉
」（『
日
本
橋
檜
物
町
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
〇
年
。
初
出
は

『
鏡
花
全
集
』
月
報
（
岩
波
書
店
、一
九
四
〇
年
五
月
））
に
よ
る
と
、

鏡
花
は
就
寝
時
、
枕
元
に
必
ず
二
、三
冊
は
本
を
置
く
ほ
ど
の
読
書

家
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
詩
集
は
亡
く
な
る
ま
で
床
脇
に
置
か
れ
て
い

た
ら
し
い
。

　

ま
た
こ
れ
ら
の
記
述
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
鏡
花
は
李
賀
の
詩
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を
自
分
の
作
品
に
も
利
用
し
て
い
た
。
先
の
自
筆
年
譜
と
同
年
の

一
九
〇
六
年
十
一
月
、『
新
小
説
』
第
十
一
年
第
十
一
巻
（
春
陽
堂
）

で
発
表
し
た
「
春
昼
」
で
は
、
李
賀
の
「
宮
娃
歌
」
を
す
べ
て
引
用

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
二
年
後
に
は
「
星
女
郎
」
を
発
表
し
て

い
る
が
、
そ
こ
で
は
「
神
絃
」
だ
け
で
な
く
「
神
絃
曲
」
も
一
部
引

用
さ
れ
て
お
り
、
鏡
花
の
李
賀
愛
好
ぶ
り
が
伺
え
る
。

　

前
述
の
小
村
雪
岱
の
随
筆
に
よ
る
と
、「
先
生
が
李
長
吉
を
好
ま

れ
ま
し
た
こ
と
は
非
常
な
も
の
」
で
、そ
の
理
由
を
鏡
花
自
身
が
「
随

分
不
可
思
議
に
思
わ
れ
る
詩
も
み
な
李
長
吉
本
来
の
性
情
か
ら
出

で
、
そ
の
間
に
一
塵
の
雑
り
物
も
な
い
の
を
好
む
」
と
語
っ
て
い
た

と
い
う
。

　

鏡
花
と
李
賀
は
共
に
怪
異
を
扱
い
、
そ
の
特
異
性
が
叫
ば
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
鏡
花
は
そ
う
い
っ
た
奇
怪
な
部
分
を
好
ん
だ
の
で
は

な
く
、
そ
の
よ
う
な
も
の
を
扱
い
な
が
ら
、
李
賀
と
い
う
人
間
が
ま

っ
す
ぐ
に
表
れ
て
い
る
こ
と
に
惹
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
そ

れ
は
、「
随
分
不
可
思
議
な
」
題
材
を
扱
い
つ
つ
も
、
自
分
な
り
の

美
学
を
持
ち
、
そ
の
「
美
」
を
表
し
続
け
た
鏡
花
に
も
通
じ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
再
び
「
森
寒
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
、
そ
の
典
拠
と

な
る
李
賀
の
「
神
絃
」
を
見
て
い
き
た
い
。

　
　

女
巫
澆
酒
雲
滿
空

巫
女　

酒
を
そ
そ
げ
ば　

雲
は

空
に
満
ち

　
　

玉
爐
炭
火
香
鼕
鼕

玉
炉
の
炭
火　

香
は
な
ち　

鼓

鼕
鼕

　
　

海
神
山
鬼
來
座
中　
　
　
　
　

海
の
神　

山
の
精　

祭
場
に
来

降
し
た
の
か

　
　

紙
錢
窸
窣
鳴
旋
風　
　
　
　
　

紙
銭
を
焼
く
音　

ひ
し
ひ
し
と

旋
風
に
鳴
る

　
　

相
思
木
帖
金
舞
鸞　
　
　
　
　

相
思
樹
の
琵
琶
の
胴
に
は　

金

箔
の
鸞
の
鳥
舞
い

　
　

攢
蛾
一
啑
重
一
彈　
　
　
　
　

眉
ひ
そ
め
一
節
か
た
り　

さ
ら

に
ま
た
一
節
を
弾
く

　
　

呼
星
召
鬼
歆
杯
盤　
　
　
　
　

星
を
呼
び　

精
招
き　

杯
盤
の

供
養
を
さ
さ
げ

　
　

山
魅
食
時
人
森
寒　
　
　
　
　

お
山
の
霊
の
食
事
ど
き　

深
寒

と
人
は
し
ず
ま
る

　
　

終
南
日
色
低
平
灣　
　
　
　
　

終
南
山
の
日
の
色
は　

平
ら
な

入
江
に
か
た
む
く
が

　
　

神
兮
長
在
有
無
間　
　
　
　
　

神
な
る
も
の
は　

永
遠
に　

有

と
無
の
間
に
存
在
す
る
の
だ

　
　

神
嗔
神
喜
師
更
顏　
　
　
　
　

神
怒
り　

神
喜
べ
ば　

導
師
は

顔
の
色
を
か
え

　
　

送
神
萬
騎
還
青
山　
　
　
　
　

神
の
万
騎
の
青
山
に
帰
還
す
る

の
を　

つ
つ
し
み
送
る

　
「
神
絃
」
は
神
を
祀
る
儀
式
の
様
子
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
巫

女
が
神
を
呼
び
、
も
て
な
し
た
後
に
神
を
送
る
ま
で
の
過
程
を
描

写
し
て
い
る
が
、「
森
寒
」
は
山
魅
（
山
の
怪
）
が
供
物
を
受
け
る
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場
面
で
の
人
々
の
反
応
を
示
す
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ

こ
で
は
原
田
憲
雄
氏
の
「
神
絃
」
訳
（『
李
賀
歌
詩
編
三　

北
中
寒
』

東
洋
文
庫
六
五
一
、
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
し
た
が
、
原

田
氏
は
「
森
寒
」
に
つ
い
て
「
ひ
っ
そ
り
と
し
て
寒
む
気
が
す
る
」

と
注
す
る
に
と
ど
ま
り
、
訳
中
で
も
「
深
寒
」
と
表
記
を
変
え
た
よ

う
に
、「
森
寒
」
と
い
う
言
葉
に
重
き
を
置
い
て
は
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
鏡
花
が
読
ん
で
い
た
『
李
長
吉
歌
詩
』（
寳
笏
楼
、

一
七
〇
六
年
）
に
は
、
王
琦
彙
解
、
乾
隆
二
十
五
年
序
が
あ
り
、
詩

の
一
節
ご
と
に
王
琦
に
よ
る
注
釈
が
載
っ
て
い
る
。そ
こ
で
、「
森
寒
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
「
呼
星
召
鬼
歆
杯
盤　

山
魅
食
時
人
森
寒
」
の

王
琦
注
を
手
が
か
り
に
、
鏡
花
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
「
森
寒
」
と

い
う
言
葉
を
用
い
た
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

〇
呼
星
召
鬼
歆
杯
盤
・
山
魅
食
時
人
森
寒

　
　
〈
前
略
〉
若
山
妖
木
魅
之
類
其
形
雖
不
能
見
而
、
食
物
之
形
体

必
有
虧
欠
。
人
之
見
者
為
之
森
然
寒
慄
。
山
魅
・
山
中
精
怪
為

神
所
収
役
。
以
為
僕
従
者
。
下
文
所
云
万
騎
中
之
一
種
。
不
可

以
為
即
巫
所
召
之
邪
神
。７

　

山
の
怪
や
老
木
の
精
の
よ
う
な
も
の
は
、
そ
の
姿
形
を
見
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
お
供
え
物
を
食
い
必
ず
そ
の
お
供
え
物
が
欠
け
る

（
＝
食
べ
た
痕
跡
が
残
る
）。
人
々
は
そ
の
様
（
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
山
の
怪
や
老
木
の
精
が
お
供
え
物
を
食
べ
た
痕
跡
）
を
見
る
と
、

ぴ
ん
と
張
り
つ
め
た
よ
う
な
空
気
と
な
り
、
緊
張
感
を
覚
え
て
恐
怖

に
震
え
る
。（
本
文
の
）「
山
魅
」
は
、
山
の
中
に
い
る
妖
怪
で
、
神

に
使
役
さ
れ
て
、（
神
の
）
従
者
と
な
っ
て
い
る
。
下
の
文
で
言
う

所
の
「
万
騎
」
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。（「
山
魅
」
を
）
巫
が
召
し
出

し
た
邪
神
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

※
現
代
語
訳
は
筆
者
に
よ
る

　

王
琦
注
で
は
、
山
の
怪
の
姿
形
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
く
と
も
、

捧
げ
た
食
物
の
欠
け
か
ら
山
の
怪
の
存
在
を
感
じ
、
緊
張
感
を
覚
え

て
恐
怖
に
震
え
る
人
々
の
様
子
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。ま
た
、

一
見
邪
悪
な
存
在
に
も
感
じ
る
山
の
怪
は
神
の
従
者
で
あ
り
、
あ
る

種
神
聖
な
立
場
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

つ
ま
り
「
森
寒
」
は
、
普
段
目
に
見
え
な
い
神
聖
な
存
在
が
確
か

に
そ
こ
に
あ
る
こ
と
を
、
現
実
の
出
来
事
を
通
し
て
改
め
て
認
識
し

た
時
の
人
々
の
緊
張
感
や
畏
怖
の
念
を
表
現
し
て
お
り
、
語
の
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
は
「
静
か
な
、
張
り
詰
め
た
緊
張
感
を
覚
え
て
恐
怖
す

る
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、「
外
科
室
」
本
文
で
は
「
失
笑
」
を
「
森
寒
」
に
変
え
る

こ
と
で
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

初
出
の
「
失
笑
」
に
つ
い
て
、『
粧
蝶
集
』
に
近
い
時
代
に
出
版

さ
れ
た
松
井
簡
治
・
上
田
万
年
編
『
大
日
本
国
語
辞
典
』（
金
港
堂

書
籍
、
一
九
一
六
年
）
を
引
く
と
、「
ふ
き
だ
し
て
わ
ら
ふ
こ
と
」

と
あ
る
。
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「
失
笑
」
の
場
合
、
周
囲
の
説
得
に
も
応
じ
ず
、
頑
な
に
麻
酔
を

拒
否
す
る
と
い
う
貴
船
夫
人
の
荒
唐
無
稽
と
も
思
え
る
言
動
に
、

「
予
」
は
「
ふ
き
だ
し
て
わ
ら
ふ
こ
と
」
を
我
慢
出
来
な
か
っ
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
凄
ま
じ
く
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
」
雰
囲
気
の

外
科
室
に
は
似
つ
か
わ
し
い
も
の
で
は
な
い
。

　

一
方
で
「
森
寒
」
の
場
合
、
外
科
室
の
中
の
緊
張
感
の
あ
る
静
け

さ
が
保
た
れ
、「
予
」
の
貴
船
夫
人
の
言
動
に
対
す
る
心
情
も
畏
怖

の
念
を
帯
び
た
も
の
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
「
森
寒
」
に
訂
正
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
場
面
の
印
象
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

二
　「
予
」
の
語
り
と
在
り
方

　

こ
こ
で
、
改
め
て
「
外
科
室
」
本
文
の
「
森
寒
」
に
つ
い
て
確
認

す
る
と
、
麻
酔
を
拒
む
夫
人
に
対
す
る
「
予
」
の
反
応
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
語
り
手
で
あ
る
「
予
」
が
、
自
身
の
心
情
に
つ

い
て
語
る
上
で
意
図
的
に
選
ん
だ
言
葉
、
と
も
言
え
る
。

　

そ
こ
で
、「
外
科
室
」
の
語
り
手
で
あ
る
「
予
」
が
敢
え
て
「
森
寒
」

と
い
う
言
葉
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
、
そ
の
語
り
の
在
り
方
か
ら

考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
も
そ
も
「
予
」
の
語
り
が
「
一
種
の
偏
向
を
帯
び
て
い
る
」８

こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
「「
予
」
が
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
物

語
へ
の
欲
望
の
現
れ
」９
に
起
因
す
る
こ
と
は
既
に
先
行
論
で
指
摘

さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、高
峰
の
「
痛
み
ま
す
か
。」
と
の
問
い
か
け
に
対
し
、「
否
、

貴
下
だ
か
ら
、
貴
下
だ
か
ら
。」
と
夫
人
が
答
え
て
し
ま
っ
た
が
た

め
に
自
ら
命
を
絶
つ
と
い
う
物
語
の
核
心
部
分
に
つ
い
て
、
野
口
哲

也
氏
は
手
術
中
の「「
私
を
知
り
ま
す
ま
い
！
」―
―「
忘
れ
ま
せ
ん
」

と
い
う
二
人
の
発
語
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
る
も
の
を
形
成

し
て
」
い
な
い
と
し
、
こ
の
場
面
か
ら
高
峰
の
夫
人
へ
の
思
い
を
読

み
取
る
こ
と
は
「「
予
」
の
語
り
に
導
か
れ
た
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
解

釈
」10
で
あ
る
と
い
う
。

　

ま
た
夫
人
の
描
写
に
つ
い
て
も
、
市
川
紘
美
氏
が
「
流
れ
出
る
血

汐
さ
え
「
雪
の
寒
紅
梅
」
と
観
念
的
、絵
画
的
に
語
ら
れ
」
て
お
り
、

そ
れ
こ
そ
が
「
夫
人
自
身
の
身
体
感
覚
で
は
な
い
、
神
聖
化
、
純
化

す
る
た
め
の
「
予
」
に
よ
る
加
工
の
証
拠
そ
の
も
の
」11
と
指
摘
す
る

よ
う
に
、
麻
酔
無
し
で
胸
を
切
る
と
い
う
グ
ロ
テ
ス
ク
な
場
面
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
こ
か
夫
人
を
神
格
化
し
た
よ
う
な
作
為
的
な

語
り
が
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
商
人
体
の
壮
者
の
会
話
が
多
く
を
占
め
る
〈
下
〉
で
は
、

美
し
い
貴
婦
人
（
＝
「
予
」
の
語
り
で
は
貴
船
夫
人
と
す
る
）12
に
つ

い
て
そ
の
気
高
い
美
し
さ
を
称
賛
す
る
。
し
か
し
、同
時
に
「
で
も
、

あ
な
た
や
あ
、
と
来
た
ら
何
う
す
る
。」
―
―
「
正
直
な
処
、
私
は

遁
げ
る
よ
。」
と
い
う
よ
う
に
、
常
人
で
は
受
け
止
め
ら
れ
な
い
よ

う
な
、
ど
こ
か
人
間
離
れ
し
た
畏
れ
を
感
じ
る
美
し
さ
で
あ
る
こ
と

も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
話
も
、
物
語
を
「
再
編
成
」
し
て
い
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る
「
予
」
が
語
り
た
い
物
語
に
都
合
が
良
い
よ
う
に
選
び
取
っ
た
も

の
で
あ
り
、
夫
人
＝
天
上
の
女
で
あ
る
こ
と
を
、「
予
」
以
外
の
第

三
者
の
言
葉
と
し
て
表
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
「
予
」
が
夫
人
を
天
上
の
女
と
し
て
神
格
化
し
て
い
る
こ

と
が
顕
著
に
表
れ
る
の
は
、〈
上
〉
で
初
め
て
夫
人
を
目
に
し
た
際

の
描
写
で
あ
る
。
外
科
室
の
「
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
如
き
観
あ
る
処
」

の
中
央
に
い
る
夫
人
は
、「
気
高
く
、
清
く
、
貴
く
、
美
は
し
」
い

も
の
で
あ
り
、
そ
の
姿
を
見
た
「
予
」
は
「
慄
然
と
し
て
寒
さ
を
感

じ
」
る
。

　

つ
ま
り
「
予
」
は
、
一
目
見
た
だ
け
で
夫
人
に
畏
れ
を
覚
え
、
震

え
慄
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
客
観
的
な
第
三
者
の
言
葉
と
し
て
表
現

す
る
た
め
に
取
り
入
れ
た
商
人
体
の
壮
者
の
会
話
に
加
え
、「
予
」

の
主
観
か
ら
も
夫
人
の
非
人
間
性
・
天
上
性
が
示
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
予
」
の
在
り
方
は
、「
森
寒
」
を
用
い
た
時
の
「
予
」、

つ
ま
り
「
予
は
其
余
り
の
無
邪
気
さ
に
、
覚
え
ず
森
寒
を
禁
じ
得
ざ

り
き
」
の
一
文
で
の
「
予
」
の
反
応
に
重
な
る
。

　

な
お
「
無
邪
気
」
に
つ
い
て
、
前
述
の
『
大
日
本
国
語
辞
典
』
で

引
く
と
「
邪
心
の
無
き
こ
と
。
悪
気
の
な
き
こ
と
。
深
き
考
へ
も
な

き
こ
と
。」
と
あ
る
。
麻
酔
を
拒
否
す
る
夫
人
の
、
素
直
で
悪
気
が

な
く
、
い
つ
わ
り
や
作
為
の
な
い
振
る
舞
い
―
―
身
体
の
負
担
や
遺

さ
れ
る
家
族
の
こ
と
を
考
慮
せ
ず
、
夫
に
も
言
え
な
い
「
秘
密
」
を

知
ら
れ
た
く
な
い
と
周
囲
の
説
得
に
応
じ
よ
う
と
し
な
い
様
は
、
天

上
の
者
が
下
界
の
人
間
を
意
に
介
さ
な
い
よ
う
な
振
る
舞
い
で
あ
る

よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
夫
人
の
「
無
邪
気

さ
」
に
「
予
」
は
「
森
寒
」
し
た
と
語
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、「
森
寒
」
を
用
い
る
こ
と
で
、「
予
」
が
手
術
台
に
い
た

夫
人
を
初
め
て
目
に
し
た
時
の
、「
予
は
慄
然
と
し
て
寒
さ
を
感
じ

ぬ
」
と
い
う
夫
人
を
神
聖
視
す
る
反
応
に
相
通
ず
る
よ
う
に
、「
予
」

は
夫
人
の
神
格
化
を
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
に
用
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
、「
森
寒
」
の
二
文
字
だ
け
で
李
賀
の
「
神
絃
」
を
想
起
す

る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
に
、
当
時
の
読
者
が
そ
の
意
味
を
完
全
に
読

み
解
く
こ
と
が
出
来
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
小
村
雪
岱
が
前

述
の
随
筆
で
、
鏡
花
の
「
春
昼
」
に
よ
っ
て
初
め
て
李
賀
を
知
っ
た

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
李
賀
の
知
名
度
が
高
く
は
な
か

っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
読
者
の
理
解
よ
り
も
、
自
ら

の
語
彙
の
中
で
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
選
ぶ
こ
と
を
優
先
し
て
し
ま
う

―
―
こ
の
点
に
、
鏡
花
な
り
の
美
学
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

こ
こ
か
ら
は
さ
ら
に
論
を
深
め
る
た
め
、
高
峰
の
描
写
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

先
行
論
で
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、13

高
峰
は
医
学
士
と
い
う

当
時
の
エ
リ
ー
ト
層
で
は
あ
る
が
、
華
族
の
貴
船
伯
爵
夫
人
と
は
大

き
な
身
分
差
が
あ
り
、
対
等
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
高
峰
は
〈
上
〉

の
前
半
で
、
重
大
な
手
術
を
行
う
直
前
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
「
太
く

落
着
き
た
る
」
様
子
で
あ
る
こ
と
は
示
さ
れ
て
い
て
も
、
夫
人
の
よ
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う
に
神
格
化
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　

し
か
し
、
夫
人
に
対
し
麻
酔
無
し
で
執
刀
す
る
場
面
、
特
に
高
峰

が
夫
人
に
手
術
を
行
う
こ
と
を
告
げ
る
際
に
は
「
誓
ふ
が
如
く
、
深

重
厳
粛
た
る
音
調
」
で
あ
っ
た
と
し
、「
時
に
高
峰
の
風
采
は
一
種

神
聖
に
し
て
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
異
様
の
も
の
」
に
な
っ
た
と
す
る
。

　

鈴
木
啓
子
氏
は
こ
の
描
写
を
挙
げ
、
こ
の
時
の
高
峰
を
「
一
個
の

男
神
と
化
し
」14
た
と
し
、
藤
村
猛
氏
も
「
夫
人
の
み
な
ら
ず
高
峰
も

普
通
人
で
は
な
く
、
神
聖
化
し
た
存
在
と
し
て
」15
語
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
す
る
。
確
か
に
、
そ
れ
ま
で
特
段
天
上
の
存
在
と
し
て
は

語
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
高
峰
が
、
夫
人
へ
の
執
刀
と
い
う
、
直
接
的

に
夫
人
と
渡
り
合
う
場
面
に
お
い
て
初
め
て
「
神
聖
」
と
い
う
言
葉

を
用
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
直
後
、
夫
人
の
胸
を
高

峰
が
切
る
様
は
「
神
速
に
し
て
」
行
わ
れ
た
と
言
い
、「
予
」
が
高

峰
に
「
神
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
伯
爵
夫
人
と
い
う
位
の
高
い
身
分
で
あ
る
と

と
も
に
、
描
写
の
上
で
も
神
格
化
さ
れ
、
完
全
に
「
雲
上
の
存
在
」

で
あ
っ
た
夫
人
に
対
し
、
高
峰
自
身
も
神
格
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
初
め
て
対
等
な
立
場
を
得
た
と
言
え
る
。
こ
の
「
女
神
と
男
神
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
の
造
型
・
変
化
」16

に
よ
っ
て
、
現
世
で
の
身
分
差
・

社
会
制
度
に
縛
ら
れ
ず
、
高
峰
と
夫
人
が
共
に
対
等
な
立
場
と
し

て
、
神
聖
な
天
上
の
恋
を
成
就
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
―
―
そ
の
様

に
「
予
」
は
語
り
た
い
の
で
は
な
い
か
。

　

野
口
氏
に
よ
る
と
、「
外
科
室
」
は
「
予
」
が
「
二
人
の
恋
愛
を

物
語
の
中
心
と
し
て
語
り
出
」
し
、「
自
ら
の
物
語
的
欲
望
の
な
か

で
再
編
成
し
つ
つ
語
り
出
さ
れ
た
も
の
」17
と
い
う
。
高
峰
と
夫
人
と

い
う
二
人
を
素
材
と
し
て
、
九
年
前
に
偶
然
す
れ
違
っ
た
男
女
が
一

目
で
恋
に
落
ち
、
そ
の
思
い
を
保
持
し
続
け
た
結
果
、
最
期
は
互
い

の
死
を
持
っ
て
そ
の
恋
を
成
就
さ
せ
る
と
い
う
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
、
そ

れ
も
天
上
の
恋
物
語
を
「
予
」
は
創
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、

こ
の
「
予
」
が
「
再
編
成
」
し
た
物
語
で
は
、
手
術
直
後
の
伯
爵
達

の
様
子
や
そ
の
顛
末
は
語
ら
れ
ず
、
高
峰
と
夫
人
二
人
だ
け
の
物
語

と
し
て
完
結
す
る
。
ま
た
、
二
人
の
因
縁
と
し
て
〈
下
〉
で
語
ら
れ

る
小
石
川
植
物
園
で
の
出
来
事
も
、
す
れ
違
っ
た
貴
婦
人
＝
貴
船
伯

爵
夫
人
と
は
明
確
に
判
断
出
来
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
た
か
も

「
予
」
の
語
り
に
よ
っ
て
同
一
人
物
の
よ
う
に
表
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
一
つ
気
に
な
る
の
が
、
商
人
体
の
壮
者
の
会
話
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
夫
人
を
称
賛
し
て
い
る
の
は
確
か
な
の
だ
が
、
そ
れ

以
上
に
「
醜
婦
ど
も
」・「
芥
塵
か
、
蛆
が
蠢
め
い
て
居
る
や
う
」
な

ど
と
他
の
女
性
を
貶
め
る
よ
う
な
発
言
が
多
く
、
天
上
の
恋
と
い
う

美
し
い
物
語
に
は
相
応
し
く
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

ま
た
「
予
」
が
夫
人
の
手
術
を
見
学
す
る
理
由
に
つ
い
て
も
、「
実

は
好
奇
心
の
故
に
」
と
ど
こ
か
悪
趣
味
な
も
の
で
あ
り
、
高
峰
に

対
し
て
「
兎
も
角
も
口
実
を
設
け
つ
ゝ
」「
見
せ
し
む
る
こ
と
を
余

儀
な
く
し
た
り
」
す
る
よ
う
な
「
予
」
の
姿
勢
に
は
、
夫
人
や
高

峰
の
神
聖
さ
と
は
対
極
の
、
あ
る
種
の
品
の
無
さ
が
露
呈
し
て
い

る
。
神
聖
な
美
し
い
物
語
を
創
り
上
げ
よ
う
と
す
る
一
方
で
、
低
俗
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で
醜
悪
な
部
分
が
見
え
て
い
る
―
―
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
後
年
の

鏡
花
の
談
話
、「
会
話
、
地
の
文
」
下
（『
国
民
新
聞
』、
民
友
社
、

一
九
〇
九
年
一
月
）
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
談
話
で
は
、「
描
写
の
方
で
は
正
面
的
に
筆
を
用
ゐ
る
の
も

い
ゝ
が
、
場
合
に
よ
つ
て
は
、
側
面
的
に
用
ゐ
な
け
れ
ば
、
シ
ン
ミ

リ
適
ら
な
い
所
が
あ
り
ま
す
。」
と
描
写
表
現
の
方
法
に
つ
い
て
語

っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
例
と
し
て
、「
或
気
高
い
美
人
」
の
美
し
さ

を
損
な
わ
ず
に
風
が
強
く
吹
い
て
い
る
こ
と
を
表
現
す
る
た
め
に
、

「
下
女
風
の
女
」
を
使
っ
て
そ
の
状
況
を
明
示
す
る
こ
と
を
挙
げ
て

い
る
。

　

つ
ま
り
、
美
し
い
も
の
を
美
し
い
ま
ま
に
表
す
た
め
に
、
そ
れ
と

反
対
の
も
の
を
用
い
る
こ
と
は
描
写
の
技
巧
の
一
つ
で
あ
り
、
敢
え

て
そ
の
よ
う
な
技
巧
を
使
っ
て
語
り
を
行
う
「
予
」
の
、
そ
の
「
物

語
化
」
へ
の
志
向
の
強
さ
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
商
人
体
の
壮
者

の
会
話
に
お
け
る
醜
悪
な
表
現
が
夫
人
の
美
し
さ
を
際
立
た
せ
て
い

る
の
と
同
時
に
、「
好
奇
心
の
故
に
」
手
術
を
見
学
す
る
「
予
」
の

低
俗
さ
も
ま
た
、
関
係
を
持
た
ぬ
ま
ま
九
年
間
思
い
を
保
持
し
続
け

た
、
高
峰
と
夫
人
の
純
然
た
る
愛
の
高
潔
さ
を
際
立
た
せ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
「
予
」
は
「
画
師
」
で
あ
り
な
が
ら
、
言
葉
を
扱
う

語
り
の
〈
技
法
〉
を
多
分
に
用
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
時
系
列
を
逆

転
し
て
語
る
こ
と
で
、〈
下
〉で
語
ら
れ
る
九
年
前
の
出
会
い
が
、〈
上
〉

で
の
外
科
室
で
の
事
件
の
種
明
か
し
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
ど
こ
か

ト
リ
ッ
ク
的
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
画
」
で
は
表

せ
な
い
手
法
で
あ
る
。
ま
た
、
末
尾
の
一
文
「
語
を
寄
す
、
天
下
の

宗
教
家
、
渠
等
二
人
は
罪
悪
あ
り
て
、
天
に
行
く
こ
と
を
得
ざ
る
べ

き
か
」
の
よ
う
な
直
接
的
な
問
い
か
け
も
、
言
葉
で
し
か
表
現
で
き

な
い
。
そ
し
て
「
こ
れ
到
底
関
雲
長
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
」
の
よ
う

な
比
喩
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
特
に
、
一
つ
の
言
葉
に
他
の
物

語
を
内
包
さ
せ
て
引
用
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、「
神
絃
」

と
い
う
作
品
を
背
景
に
持
つ
「
森
寒
」
に
通
じ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
予
」
は
高
峰
と
夫
人
の
神
聖
な
恋
愛
物
語
と
し

て
語
る
た
め
、
内
容
面
で
恰
も
二
人
が
恋
愛
関
係
に
あ
る
よ
う
に
表

現
す
る
と
同
時
に
、語
り
の
面
で
も
こ
の
よ
う
な
〈
技
法
〉
を
用
い
、

さ
ら
に
物
語
化
を
加
速
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　「
真
の
美
」
と
言
葉

　

で
は
、「
予
」
は
な
ぜ
「
画
師
」
で
あ
り
な
が
ら
語
り
を
選
び
、

物
語
を
創
り
上
げ
た
の
か
。
そ
も
そ
も
、「
予
」
が
「
画
師
」
と
い

う
設
定
で
あ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
物
語
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
真
の
美
」
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

　
「
あ
ゝ
、
真
の
美
の
人
を
動
か
す
こ
と
あ
の
通
り
さ
、
君
は
お

手
の
も
の
だ
、
勉
強
し
給
へ
。」

　
　
　

予
は
画
師
た
る
が
故
に
動
か
さ
れ
ぬ
。
行
く
こ
と
数
百
歩
、

彼
の
樟
の
大
樹
の
鬱
蓊
た
る
木
の
下
蔭
の
、
稍
薄
暗
き
あ
た
り
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を
行
く
藤
色
の
衣
の
端
を
遠
く
よ
り
ち
ら
と
ぞ
見
た
る
。

　
〈
下
〉
で
美
し
い
貴
婦
人
を
称
賛
す
る
商
人
体
の
壮
者
の
会
話
を

聞
い
た
後
、
高
峰
が
「
予
」
に
話
し
た
ど
こ
か
意
味
あ
り
げ
な
発
言

で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
真
の
美
」
と
は
小
石
川
植
物
園
で
す
れ
違
っ

た
貴
婦
人
を
指
す
が
、
そ
こ
で
は
そ
の
姿
を
見
せ
た
だ
け
で
人
を
動

か
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、圧
倒
的
な
力
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

　

こ
の
「
真
の
美
」
は
多
く
議
論
さ
れ
て
き
た
印
象
的
な
フ
レ
ー
ズ

だ
が
、
高
峰
と
夫
人
の
恋
愛
物
語
と
し
て
語
り
た
い
「
予
」
が
わ
ざ

わ
ざ
話
に
組
み
込
ん
だ
と
考
え
る
と
、「
予
」
に
と
っ
て
も
重
要
な

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
こ
で
高
峰
の
言
う
「
真
の
美
」
は
、
一
瞥
し
た
だ
け
の
壮
者
に

「
雲
上
」
の
存
在
と
感
じ
さ
せ
、「
動
か
」
し
て
い
る
よ
う
に
、
視
覚

的
に
読
み
取
れ
る
美
し
さ
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
画
師
」
と
い
う
、

視
覚
的
に
人
々
に
訴
え
か
け
る
作
品
を
生
み
出
す
「
予
」
に
は
「
お

手
の
も
の
」で
あ
る
と
話
し
、そ
の
上
で「
勉
強
し
給
へ
」と
、「
画
師
」

の
役
割
と
し
て「
真
の
美
」を
表
現
し
て
い
く
よ
う
に
求
め
る
。ま
た
、

「
予
は
画
師
た
る
が
故
に
動
か
さ
れ
ぬ
」
と
の
言
葉
通
り
、「
予
」
も

小
石
川
植
物
園
で
見
か
け
た
貴
婦
人
の
美
し
さ
に
「
動
か
さ
れ
」
た

こ
と
は
間
違
い
な
く
、高
峰
の
言
う
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
で
の
「
真
の
美
」

を
理
解
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

し
か
し
、敢
え
て
そ
れ
を
「
画
師
」
と
し
て
画
に
残
し
、自
ら
「
人

を
動
か
す
」
よ
う
な
「
真
の
美
」
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
高
峰

と
夫
人
の
天
上
の
恋
物
語
と
し
て
語
る
こ
と
を
「
予
」
は
選
ん
だ
。

つ
ま
り
、「
画
」
で
は
な
く
「
語
り
」
で
し
か
表
わ
せ
な
い
も
の
を
、

「
予
」
の
解
釈
し
た
「
真
の
美
」
と
し
て
提
示
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
上
で
「
予
」
が
文
人
で
は
な
く
「
画
師
」
で
あ
っ
た

の
は
、高
峰
の
言
う
「
真
の
美
」
も
理
解
が
出
来
る
上
で
、別
の
「
真

の
美
」
を
提
示
出
来
る
存
在
と
す
る
た
め
で
は
な
い
か
。

　

で
は
、「
予
」に
と
っ
て
の「
真
の
美
」を
具
体
的
に
考
え
る
た
め
に
、

「
予
」
が
提
示
し
た
「
真
の
美
」、
つ
ま
り
高
峰
と
夫
人
二
人
の
物
語

に
つ
い
て
再
考
し
た
い
。

　
「
予
」
の
創
る
物
語
で
注
目
し
た
い
の
は
、
前
述
の
①
高
峰
・
夫

人
の
天
上
性
、
そ
し
て
②
物
語
中
の
時
間
、
③
社
会
か
ら
の
解
放
の

三
点
で
あ
る
。

②
に
つ
い
て
は
、
河
内
重
雄
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
手
術
前
の
診
察

や
問
診
が
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、18

高
峰

と
夫
人
が
手
術
当
日
に
初
め
て
再
会
し
た
か
の
よ
う
に
「
予
」
が
意

図
的
に
語
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
単
に
「
予
」
が
二
人
の
恋
愛
関
係

を
語
り
た
い
だ
け
な
ら
ば
、
密
か
に
逢
瀬
を
重
ね
て
き
た
か
の
よ
う

に
語
る
の
は
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
予
」
は
敢
え
て
、
一

瞬
の
邂
逅
、
一
瞥
の
恋
か
ら
九
年
間
も
の
間
想
い
を
持
続
さ
せ
、
手

術
中
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
や
り
取
り
に
そ
の
熱
烈
な
想
い
を
表
し
、

最
後
は
天
上
で
永
遠
に
結
ば
れ
る
と
い
う
物
語
を
語
っ
た
。こ
の
時
、

二
人
が
直
接
相
見
え
る
時
間
は
短
く
、
反
対
に
互
い
を
想
い
合
う
時

間
は
長
く
設
定
さ
れ
る
。
笠
原
伸
夫
氏
が
「
愛
に
と
っ
て
永
遠
と
瞬

間
と
は
等
質
の
も
の
」
と
い
う
発
想
が
「
外
科
室
」
を
支
え
て
い
る
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と
し
た

19

よ
う
に
、「
予
」
が
語
る
二
人
の
恋
愛
は
、
時
間
に
縛
ら

れ
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
「
一
点
に
凝
縮
す
る
過
激
な
愛
の
か
た

ち
」20
の
よ
う
に
、
刹
那
的
で
あ
り
な
が
ら
も
激
し
く
表
出
す
る
愛
が

そ
こ
に
は
あ
り
、
そ
の
愛
の
証
左
と
し
て
設
定
さ
れ
る
九
年
間
、
そ

し
て
そ
の
結
果
と
し
て
二
人
に
も
た
ら
さ
れ
る
永
遠
が
あ
る
。
刹
那

的
な
時
間
と
永
劫
的
な
時
間
、
こ
の
時
間
の
対
比
に
、
単
な
る
恋
愛

関
係
に
と
ど
ま
ら
な
い
特
別
性
を
、「
予
」
が
二
人
の
関
係
に
含
ま

せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

③
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
に
、
夫
人
と
高
峰
が
神
聖
視
さ
れ
る

時
点
に
は
差
異
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
高
峰
は
医
学
士
と
し

て
一
般
的
な
平
民
よ
り
特
別
な
位
置
に
あ
り
、
神
聖
な
恋
愛
と
し
て

語
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、
冒
頭
か
ら
高
峰
を
神
格
化
す
る
こ
と
も
出
来

た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
は
せ
ず
、
夫
と
子
供
の
い
る

伯
爵
夫
人
と
の
恋
愛
、
つ
ま
り
婚
姻
制
度
・
華
族
制
度
と
い
う
二
つ

の
社
会
制
度
を
二
人
の
障
壁
と
し
て
設
定
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
障

壁
か
ら
の
解
放
＝
世
俗
を
離
れ
た
天
上
の
恋
と
い
う
図
式
が
「
予
」

に
と
っ
て
重
要
な
部
分
で
あ
り
、
そ
の
解
放
に
は
夫
人
・
高
峰
両
者

の
死
を
も
っ
て
で
し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
、と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、「
予
」
の
語
り
で
は
高
峰
の
死
因
は
明
か
さ
れ
ず
、
そ
こ
に

夫
人
の
死
と
の
関
連
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
「
真
の
美
」、
つ
ま
り
本
当
に
美
し
い
も
の
に
神
性
を
見
出
す
こ
と

は
不
思
議
で
は
な
い
が
、「
予
」
の
創
り
上
げ
た
物
語
で
は
高
峰
と

夫
人
に
神
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
。
そ
ん
な
二
人
に
よ
る
、

時
間
に
も
制
度
に
も
縛
ら
れ
な
い
、
純
然
た
る
恋
愛
が
持
つ
美
し
さ

―
―
こ
れ
こ
そ
が「
予
」の
語
り
た
い「
真
の
美
」な
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
「
予
」
の
提
示
し
た
「
真
の
美
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
や

は
り
多
く
の
先
行
研
究
が
「
外
科
室
」
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
、21

鏡
花
の
評
論
「
愛
と
婚
姻
」（『
太
陽
』
第
一
巻
第
五
号
、
博
文
館
、

一
八
九
五
年
五
月
）
に
拠
る
。「
外
科
室
」
の
直
前
に
発
表
さ
れ
た

こ
の
評
論
は
、婚
姻
制
度
を
過
激
な
口
調
で
否
定
し
、「
情
死
、駈
落
、

勘
当
等
、
こ
れ
皆
愛
の
分
弁
た
り
」
と
愛
の
た
め
に
家
族
や
命
す
ら

投
げ
捨
て
て
行
動
す
る
こ
と
を
肯
定
す
る
。
こ
の
主
張
は
、
高
峰
と

夫
人
が
恋
愛
を
成
就
さ
せ
る
上
で
婚
姻
制
度
が
障
壁
と
な
り
、
死
を

も
っ
て
結
ば
れ
る
と
い
う
結
末
を
創
り
上
げ
る
「
予
」
の
姿
勢
に
重

な
る
。
ま
た
「
予
」
は
「
真
の
美
」
と
し
て
純
然
た
る
恋
愛
を
語
る

こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
評
論
で
は
「
完
全
な
る
愛
は
「
無
我
」
の
ま

た
の
名
な
り
。
故
に
愛
の
た
め
に
せ
む
か
、
他
に
与
へ
ら
る
ゝ
も
の

は
、
難
と
い
へ
ど
も
、
苦
と
い
へ
ど
も
、
喜
ん
で
、
甘
じ
て
、
こ
れ

を
享
く
。」
と
鏡
花
な
り
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。「
完
全
な
る
愛
」

と
は
「
無
我
」
で
あ
り
、
愛
の
た
め
で
あ
れ
ば
す
べ
て
の
苦
難
す
ら

引
き
受
け
て
し
ま
う
―
―
や
は
り
、
ひ
た
す
ら
に
相
手
を
想
う
だ
け

で
は
な
く
、
こ
の
一
種
の
激
し
さ
を
内
包
す
る
も
の
こ
そ
が
鏡
花
の

考
え
る
愛
で
あ
り
、
そ
の
思
想
は
「
予
」
の
創
る
物
語
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
鏡
花
は
単
に
「
愛
と
婚
姻
」
に
あ
る
主
張
を
小
説
と
い

う
形
で
伝
え
た
い
が
た
め
だ
け
に
、「
予
」
と
い
う
語
り
手
を
用
い
、
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「
真
の
美
」
と
し
て
語
ら
せ
た
訳
で
は
な
い
。
後
の
鏡
花
が
自
然
主

義
に
つ
い
て
語
っ
た
談
話「
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
と
自
然
主
義
」（（『
新
潮
』

第
八
巻
第
四
号
、
新
潮
社
、
一
九
〇
八
年
四
月
））
で
は
、
論
文
と

小
説
の
違
い
を
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
小
説
と
し
て
の
技
巧
を

廃
す
れ
ば
論
文
」
と
し
な
が
ら
も
、「
口
で
伝
へ
ら
れ
ず
、
論
文
で

通
ず
る
こ
と
の
出
来
な
い
感
」
を
描
く
こ
と
に
小
説
と
し
て
の
意
味

を
見
出
し
て
い
た
。
こ
れ
を
「
外
科
室
」
に
当
て
は
め
た
場
合
、
一

体
何
が
該
当
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

筆
者
は
こ
の
一
つ
に
、「
外
科
室
」
に
お
け
る
〈
言
葉
の
持
つ
力
〉

を
考
え
た
い
。「
外
科
室
」
と
言
え
ば
、
麻
酔
無
し
で
の
手
術
や
自

ら
メ
ス
で
胸
を
割
く
と
い
っ
た
グ
ロ
テ
ス
ク
な
場
面
が
多
い
こ
と
も

あ
り
、
肉
体
を
通
じ
た
感
覚
的
な
部
分
の
印
象
が
強
い
。
し
か
し
、

物
語
の
要
所
で
鍵
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
言
葉
な
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
本
稿
で
は
度
々
「
予
」
が
高
峰
を
神
格
化
す
る
こ
と
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
高
峰
の
神
聖
視
が
始
ま
る
の
は
「
夫
人
、

責
任
を
負
つ
て
手
術
し
ま
す
。」
と
い
う
宣
言
の
後
か
ら
で
あ
る
。

誰
も
が
夫
人
に
反
対
す
る
中
、
た
だ
一
人
高
峰
は
そ
の
要
求
に
応
じ

た
よ
う
に
、
二
人
が
相
対
し
た
瞬
間
は
、
言
葉
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
否
、
貴
下
だ
か
ら
、
貴
下
だ
か
ら
。」
と
い

う
発
言
に
よ
っ
て
夫
人
は
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
し
、
何
よ
り
夫
人

が
麻
酔
無
し
で
の
手
術
を
懇
願
し
た
の
は
、「
譫
言
」
を
恐
れ
た
た

め
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
物
語
の
前
提
か
ら
言
葉
の
力
は
重
視

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
に
も
、「
予
に
す
ら
一
言
を
も
語
ら
ざ

り
し
」
高
峰
と
、終
盤
の
「
多
く
を
謂
は
ざ
る
べ
し
。」
と
い
う
「
予
」

の
宣
言
、
そ
し
て
最
後
に
「
天
下
の
宗
教
家
」
に
「
語
を
寄
す
」
こ

と
を
要
請
す
る
な
ど
、
短
い
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
言
葉
に
関

連
し
た
語
句
が
多
い
の
が
分
か
る
。「
画
」
と
い
う
他
の
表
現
方
法

を
持
つ
「
画
師
」
を
敢
え
て
語
り
手
に
選
ん
だ
の
も
、
画
で
は
表
現

で
き
な
く
と
も
言
葉
で
は
表
現
出
来
る
こ
と
、
例
え
ば
時
間
芸
術
の

ツ
ー
ル
と
し
て
の
〈
言
葉
の
持
つ
力
〉
へ
の
意
識
が
働
い
て
い
た
た

め
か
も
し
れ
な
い
。

　

単
に
純
然
な
恋
愛
を
主
張
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、「
予
」
と
い
う

虚
構
性
の
強
い
語
り
手
は
い
ら
な
い
。
こ
れ
が
敢
え
て
他
者
に
よ
っ

て
創
ら
れ
た
も
の
、
語
り
手
「
予
」
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
語
ら

れ
る
物
語
と
い
う
形
を
と
っ
た
の
は
、
無
か
っ
た
も
の
を
本
当
に
あ

る
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
る
、言
葉
の
魔
力
と
も
言
う
べ
き
強
い
力
を
、

時
間
に
も
制
度
に
縛
ら
れ
な
い
純
然
た
る
恋
愛
＝
「
真
の
美
」
と
共

に
伝
え
よ
う
と
し
た
た
め
で
は
な
い
か
。

　

こ
こ
で
再
び
「
ロ
マ
ン
チ
ツ
ク
と
自
然
主
義
」
を
見
て
み
た
い
。

こ
の
談
話
で
鏡
花
は
、
小
説
の
意
義
が
「
技
巧
を
用
ゐ
て
描
」
く
こ

と
に
あ
る
と
訴
え
る
と
同
時
に
、「
文
字
其
物
が
已
に
或
意
味
に
於

て
一
種
の
技
巧
」
で
あ
る
と
語
る
。
例
え
ば
「
墨
田
川
」
と
言
え
ば

墨
田
川
の
「
歴
史
や
伝
説
を
連
想
」
し
、
思
い
起
こ
す
の
は
「
文
字

其
物
の
有
す
る
技
巧
」
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、「
森
寒
」
の
引
用
元
、「
神
絃
」
に
関
す
る
原
田
憲
雄
氏
の

見
解
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
原
田
氏
は
、
こ
の
詩
は
李
賀
が
自
ら
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の
芸
術
論
を
「
宗
教
儀
式
に
託
し
て
述
べ
た
作
品
」
だ
と
す
る
。

　

こ
の
詩
の
中
で
、
神
が
巫
祝
（
の
顔
貌
の
変
化
）
な
し
に
は
存
在

を
表
せ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
美
も
「
芸
術
家
の
秀
れ
た
表
現
」
な
し

に
は
「
人
間
の
意
識
に
あ
ら
わ
に
な
ら
な
」
い
。
人
々
の
目
に
見
え

な
い
「
抽
象
さ
れ
る
美
」、
例
え
ば
ポ
エ
ジ
ー
は
、
詩
人
の
綴
る
文

字
を
通
じ
て
初
め
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
。「
ポ
エ
ジ
ー
は
、
文
字

に
固
着
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
文
字
を
離
れ
て
存
す
る
も
の

で
も
な
い
」
―
―
こ
れ
こ
そ
が
「
神
絃
」
で
表
さ
れ
た
、李
賀
の
「
詩

の
本
質
に
対
す
る
新
し
い
解
釈
」22
だ
と
い
う
。
文
字
は
単
な
る
記
号

で
は
な
く
、
意
味
を
含
み
、
実
景
や
心
情
を
想
起
さ
せ
、
時
に
目
に

見
え
な
い
も
の
を
映
し
出
す
。
こ
う
し
た
文
字
が
内
包
す
る
力
を
認

め
、
そ
こ
に
敬
意
す
ら
払
う
姿
勢
は
、
鏡
花
と
李
賀
の
両
者
に
共
通

し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
詩
と
物
語
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
固
有
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
存
在
し
、
連
続
し
た
時
間
と
そ
こ
で
起
き
た
変
化
を
描

い
て
い
く
物
語
に
対
し
て
、
詩
は
あ
る
一
瞬
を
切
り
取
っ
て
表
現
す

る
。
比
較
的
少
な
い
言
葉
数
で
あ
り
な
が
ら
、
意
味
の
み
で
な
く
音

韻
を
重
視
す
る
言
葉
選
び
に
よ
っ
て
、
読
み
手
に
情
景
を
鮮
明
に
思

い
起
こ
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
緊
密

性
が
高
く
、
極
限
ま
で
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
無
駄
の
な
い
美
し
い
言
葉

が
詩
と
し
て
綴
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

鏡
花
は
そ
ん
な
詩
か
ら
一
部
を
引
用
し
、
自
身
の
小
説
に
活
か
し

た
。
つ
ま
り
、
散
文
に
お
い
て
も
韻
文
の
よ
う
な
、
言
葉
の
緊
密
性

を
高
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　
「
外
科
室
」
の
物
語
の
内
容
で
の
発
言
と
、
そ
れ
ら
を
綴
る
文
字

た
ち
―
「
外
科
室
」
は
そ
ん
な
言
葉
の
重
要
性
に
満
ち
た
テ
ク
ス
ト

で
あ
り
、
そ
の
言
葉
の
持
つ
力
の
大
き
さ
は
物
語
の
内
容
に
も
、
そ

こ
で
使
わ
れ
る
語
句
、
す
な
わ
ち
文
字
に
も
表
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
そ
れ
は
、
た
っ
た
二
つ
の
文
字
に
一
つ
の
詩
の
存
在
を
含

ま
せ
、
端
的
に
は
表
し
に
く
い
複
雑
な
意
味
を
内
包
す
る
、「
森
寒
」

と
い
う
言
葉
に
も
通
じ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

※
「
外
科
室
」
本
文
は
特
に
断
り
の
な
い
場
合
、『
明
治
大
正
文
学

全
集　

第
十
二
巻　

泉
鏡
花
篇
』（
春
陽
堂
、
一
九
二
八
年
）
を

用
い
、
そ
の
他
の
鏡
花
の
作
品
・
談
話
に
つ
い
て
は
す
べ
て
『
鏡

花
全
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
～
一
九
七
六
年
）
を
用
い
た
。

※
引
用
文
に
つ
い
て
、
仮
名
遣
い
は
原
文
通
り
と
し
、
旧
漢
字
は
新

漢
字
に
改
め
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。
但
し
、
漢
詩
に
つ
い
て
は
旧

字
体
を
用
い
た
。
ま
た
傍
線
部
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
。

注１　

秋
山
稔
「
泉
鏡
花
『
外
科
室
』
の
試
み
：「
奇
抜
」
と
「
不
自
然
」
を
め
ぐ

っ
て
」（『
金
沢
学
院
短
期
大
学
紀
要　

学
葉
』
十
四
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）

で
は
、
注
で
『
粧
蝶
集
』
の
「
注
目
す
べ
き
異
同
」
の
一
つ
と
し
て
「
森
寒
」

を
挙
げ
て
い
る
。

２　
『
新
編　

泉
鏡
花
集
』
第
三
巻
「
解
題
」（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）・『
新
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編　

泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
「
編
修
資
料
目
録
」（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）

に
詳
し
い
。

３　

参
照
し
た
辞
典
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

大
槻
文
彦
編
『
言
海
』（
一
八
八
九
年
～
一
八
九
一
年
）、
山
田
美
妙
編
『
日

本
大
辞
書
』（
日
本
大
辞
書
発
行
所
、
一
八
九
三
年
）、
物
集
高
見
編
『
日
本

大
辞
林
』（
宮
内
省
、
一
八
九
四
年
）、
藤
井
乙
男
・
草
野
清
民
編
『
帝
国
大

辞
典
』（
三
省
堂
、
一
八
九
六
年
）、
林
甕
臣
・
棚
橋
一
郎
編
『
日
本
新
辞
林
』

（
三
省
堂
、
一
八
九
七
年
）、
落
合
直
文
編
『
こ
と
ば
の
泉
：
日
本
大
辞
典
』（
大

倉
書
店
、
一
九
〇
四
年
）、
金
沢
庄
三
郎
『
辞
林
』（
三
省
堂
、
一
九
一
〇
年
）、

松
井
簡
治
・
上
田
万
年
編
『
大
日
本
国
語
辞
典
』（
金
港
堂
書
籍
、一
九
一
六
年
）

※
辞
典
は
全
て
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://

w
w

w
.dl.ndl.go.jp/

二
〇
二
一
年
十
二
月
十
五
日
閲
覧
）
に
よ
る
。

４　

荒
井
健
「
李
賀
【
り
・
が/

リ
ー
・
ホ
ー
】」（『
集
英
社
世
界
文
学
大
事
典
』、

集
英
社
、一
九
九
八
年
）
よ
り
引
用
し
た
。
な
お
、こ
の
点
に
つ
い
て
李
賀
著
：

荒
井
健
注
『
李
賀
』（
中
国
詩
人
選
集
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
）
に
詳

細
な
検
討
が
あ
る
。

５　

寺
木
定
芳
著
：
吉
田
精
一
監
修
『
人
・
泉
鏡
花
』（
近
代
作
家
研
究
叢
書

十
八
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
三
年
）

６　

市
川
祥
子
「「
星
女
郎
」
と
倶
利
伽
羅
峠
」（『
群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学

研
究
』
三
十
七
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）

７　
「
神
絃
」（
李
賀
撰
：
王
琦
編
輯
『
李
長
吉
歌
詩
』
巻
四
、
寳
笏
楼
、

一
七
六
〇
年
）

　
（https://w

w
w

.w
ul.w

aseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/he18/

he18_04882/index.htm
l

/

二
〇
二
一
年
十
二
月
十
五
日
閲
覧
））　

早
稲

田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
引
用
し
た
。
な
お
、
句
読
点
は
稿

者
に
よ
る
。

８　

越
野
格「〈
視
線
〉の
開
示
す
る
も
の
⑴
―
泉
鏡
花
私
論
―
」（『
青
磁
』二
号
、

一
九
八
六
年
二
月
）

９　

野
口
哲
也「「
観
念
小
説
」の
時
代
の
泉
鏡
花
―「
外
科
室
」の
位
相
―
」（『
文

芸
研
究
』
一
五
三
集
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）

10　

注
⑼
に
同
じ
、
野
口
前
掲
論
文

11　

市
川
紘
美「
動
か
さ
れ
た
物
語
―
初
期
泉
鏡
花
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る〈
自
己
〉

―
」（『
東
京
女
子
大
学
紀
要
論
集
』
六
〇
巻
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）

12

野
口
前
掲
注
⑼
論
文
や
市
川
紘
美
前
掲
注
⑾
論
文
な
ど
、
小
石
川
植
物
園

で
出
会
っ
た
貴
婦
人
が
貴
船
伯
爵
夫
人
と
同
一
人
物
か
判
別
で
き
な
い
と
す

る
先
行
論
が
あ
る
。

13　

例
え
ば
、鈴
木
啓
子
「
溢
れ
で
る
身
体
、そ
し
て
言
葉
―
泉
鏡
花
『
外
科
室
』

試
論
―
」（『
日
本
近
代
文
学
』
五
八
巻
、
一
九
九
八
年
五
月
）
な
ど
。

14　

注
⒀
に
同
じ
、
鈴
木
前
掲
論
文

15　

藤
村
猛
「
相
克
す
る
恋
愛
―
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
論
―
」（『
国
語
国
文
論
集
』

二
九
号
、
一
九
九
九
年
一
月
）

16　

注
⒂
に
同
じ
、
藤
村
前
掲
論
文

17　

注
⑼
に
同
じ
、
野
口
前
掲
論
文

18　

河
内
重
雄
「
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
の
一
面
―
医
学
小
説
と
し
て
の
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
に
つ
い
て
」（『
語
文
研
究
』
一
〇
八
・
一
〇
九
巻
、
二
〇
一
〇
年
六
月
）

19

笠
原
伸
夫
『
泉
鏡
花
：
美
と
エ
ロ
ス
の
構
造
』（
至
文
堂
、
一
九
七
六
年
）

20

注
⒆
に
同
じ
、
笠
原
伸
夫
前
掲
書

21

例
え
ば
、
市
川
祥
子
「
泉
鏡
花
「
愛
と
婚
姻
」
論
―
「
外
科
室
」
の
解
釈

に
向
け
て
」（『
群
馬
県
立
女
子
大
学
紀
要
』
十
七
号
、
一
九
九
六
年
二
月
）

な
ど
。

22　

注
⑺
に
同
じ
、
原
田
憲
雄
前
掲
書

（
付
記
）　
『
李
長
吉
歌
詩
』
王
琦
彙
解
の
読
解
に
当
た
り
、
洲
脇
武
志
先
生
よ
り

ご
教
授
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
若
松
伸
哉
先
生
に
は
、
面
談
を
通
じ
て
論
の
方
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向
性
や
文
章
表
現
に
つ
い
て
熱
心
に
ご
指
導
頂
い
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

な
お
、
峯
村
至
津
子
「〈
恋
愛
至
上
〉
の
描
き
方
―
泉
鏡
花
「
外
科
室
」
論
―
」

（『
国
文
論
藻
：
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
』
第
二
一
号
、

二
〇
二
二
年
三
月
）、
銭
彤
「
泉
鏡
花
の
文
学
作
品
に
お
け
る
漢
詩
詞
の
受
容
」

（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告　

人
文
』
七
三
号
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
に
つ

い
て
、
共
に
本
稿
と
興
味
関
心
の
近
い
論
で
あ
っ
た
が
、
脱
稿
後
で
あ
っ
た
た

め
十
分
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
特
に
銭
氏
の「
由
縁
の
女
」で
の「
森

寒
」
の
引
用
の
指
摘
は
、
本
稿
の
主
題
に
大
き
く
関
わ
る
た
め
、
こ
こ
に
記
し

て
お
く
。

（
ふ
じ
た　

あ
い
）




